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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 超高齢社会に応じ生活習慣病を予防する健康都市づくりを達成するために，公園・緑地，
みち，水辺を軸に歩行を誘う健やかなみどり空間を形成する環境計画と，市民の健康づく
りを支援する社会システムが求められている．本論文の目的は，街路や公園の改善・修景
型整備を通し，都市のみどり空間を市民の健康増進に貢献する回遊型に再編する環境デザ
イン技法と，健康づくりを支援する社会システムの要件を明らかにすることである． 
第一に，歩いて健康なまちの特性を表現する「市民の健康，地域の医療，高齢者の福祉，
都市の環境，地域の繋がり」からなる 5 つの指標群を提案している．健康まちづくりを展
開する 66 都市を対象に多変量解析により政策水準を評価している．「都市の基盤的サービ
ス」と「社会的ネットワークの地域力」の 2 軸で都市を類型化し，包括的施策の展開方向
を見出している．第二に，人々の歩く行為を励まし，健康づくりを支援するみどり空間の
潜在的機能を「回廊概念」を用いて評価している．京都市南部の都市開発整備により形成
された広幅員都市街路と，神戸市の都市河川沿いの公園整備及び修景型街路整備により形
成された地区水辺軸を対象に，GIS を用いてみどり生成と歩行効果を解析し，回廊性を高
める環境デザイン技法を解明している． 
第三に，遊歩のトレイルの機能特性を身体の健やかさと環境の心地よさから評価する 5
指標群を提案し，尾張旭市の 3 コースを対象に空間解析を行っている．サービスの連続や
範囲を可視化し，環境と健康の両面からトレイルの機能を高める技法を開発している．第
四に，歩くみどり空間を活かす社会的資産を取り上げ「場とファシリティ，人材と組織，
制度とルール，イベントとプログラム」の四次元に即し，市民の快適で健やかな暮らしを
包括的に支えるシステム要件を明らかにしている． 
各章の要旨はつぎのとおりである． 
第 1 章では，本論文が都市のみどり空間(環境)とそこで活動する市民の健康(人間)の相互
作用を対象とし，市民のまち歩きの場であるみどり空間の環境デザイン技法と，健康ウォ
ークを支える社会システム要件を考察する意図を明確化し，論文の目的と構成を述べた． 
第 2 章では，「歩いて健康なまち」が快適な都市環境とそこで暮らす市民の健やかさを
同時に達成する未来世界の潮流であることを，文献の系統的レビューにより確認した．
WHO や欧米諸都市の健康都市に関する政策ガイドラインを調査し「部局を超えた連携」，
「利害関係者との調整」，「あらゆる市民の健康」，「プロセスやメカニズムの変革」を「歩
いて健康なまち」の基本的な骨格的理念として抽出した．これら理念に基づき，都市のみ
どり空間を，健康都市政策の展開場，回廊性を通した連携，身近なトレイルの健康機能，
健康づくりの社会システムという 4 つの側面で評価するフレームワークを構築した． 
第 3 章では，第一の理念である「部局を超えた連携」に基づき，行政の各部局が展開す
る施策を幅広く取り上げ，健康都市政策の水準を包括的に考察した．「市民の健康，地域の
医療，高齢者の福祉，都市の環境，地域の繋がり」の 5 つの領域から行政各部局が取り組
む施策を横断的に取り上げ，その水準から政策効果を計測し，都市特性を診断する健康都
市指標群を提案した．都市環境指標，衛生統計指標，保健医療資源に関する指標に加え，
生活習慣病に取り組む健康づくり政策の効果を評価指標に織り込み，計 15 指標を用いて，
健康都市づくりに取り組む 66 都市を診断した．因子分析とクラスター分析の結果から，
「都市の環境」と「地域の医療」からなる「都市の基盤的サービス」が整う大都市は「市
民の健康」状態も高い水準にあり，逆に「都市の基盤的サービス」が弱い都市であっても
「高齢者の福祉」，「地域の繋がり」からなる「社会的ネットワークからみた地域力」が高
い水準にある都市群は「市民の健康」状態はある程度の高さを示すことを明らかにした． 
第 4 章では，第二の理念である「利害関係者との調整」を都市骨格街路のみどり空間の
形成を通して実現することを目指し，みどり空間へのアクセシビリティを人々に提供しつ
つ，歩いて楽しめる都市の骨格的回廊を形成する手法を考察した．広幅員都市街路と都市
公園からなる公園緑地系統が，都市の環境軸としてみどりの回廊を形成し，人々の歩行回
遊性を高める効果を考察した．誘致圏の概念を用いて，その重なりの有無から空間の連結
性(connectivity)を簡易に計測する評価手法を提案した．人々がみどり空間を回遊する機会
の豊かさを評価しうる尺度を開発した．市街地開発整備を通して都市の骨格的環境軸を形
成した事例として，京都市南部の新都市(らくなん進都)を対象にみどり空間の連結性を計
測した．開発の前後(1970, 2011)で比較分析したところ，連結性は約 3.8 倍に高まり，2 本
の広幅員街路が増分の約 42%を産み出したことを明らかにした．一定量のみどり空間を確
保する際に，その容量を複数の小規模公園に按分し均等間隔で配置するよりも，回廊を形
づくる街路の広幅員歩道に一部を充当し，連続の歩行空間を整備することで，みどり空間
の連結性は高まり，人々の歩行と回遊を支えうることを示した． 
第 5 章では，「利害関係者の調整」を近隣地区の歩行街路と公園による連結を通して実
現することを目指し，公園や生活利便施設へのアクセシビリティを高めつつ，生活圏を歩
いて楽しめる回遊空間へと再編する環境デザイン技法を考察した．修景型街路(パークウェ
イ)と都市河川沿いの公園からなる公園緑地系統が地区の環境軸としてみどりの回廊を形
成し，歩行回遊性を高める効果を考察した．本章で扱う地区の環境軸は日常生活行動の 30
分歩行のスケールなので，頻度の高い移動や回遊を評価する評価手法を開発し，効用は距
離減衰効果により一様に逓減すると仮定し，重力モデルを応用して算定した移動回数の逆
数で重み付けし，その総和値をみどり空間の「連担性」と定義した．他方で，歩く距離と
ともに道路横断や右左折の頻度が効用を逓減させ，経路上のみどりの豊かさは効用を一様
に増幅させると仮定し，加法型効用関数を用いて，得られる満足を「みちの選好」と定義
した． 
以上のモデル化で空間分布と経路特性の 2 つの視点から，みどり空間を回遊し得られる
満足を計量化した．地区の環境整備がなされた事例として，神戸市東部の都市河川軸(住吉
川河川緑地軸)を対象に，みどり空間の連担性とみちの選好を計測した．開発の前後(1991, 
2011)で比較分析したところ，連担性は約 6.3 倍に高まったこと，パークウェイ沿いの 13
経路は直線的で多くのみどり(街路樹)を備えているために，最短経路よりも見通しの良さ，
みどりの豊かさは 1.2 倍高く，うち 10 経路のみちの選好は最短経路よりも高いことを明
らかにした．パークウェイの歩道面積と同等街規模の街区公園を 1 箇所確保するよりは，
人々が楽しいながら歩くみちとして利用されるパークウェイを整備する方が，みどり空間
の連担性も，みちの選好も高まり，人々の回遊歩行性を励ます効果は高いことを結論づけ
た． 
第 6 章では，街路利用を通して広く生活の質を高めるべく民間宅地と街路の間の利害関
係の調整に注目し，前章で扱った神戸市住吉川左岸線を対象に，地域の環境資源である宅
地内の松樹を街路整備事業で保全継承する公民連携手法を考察した．街路整備の緑化手法
を考察した既往研究を受け継ぎ，本章では，自動車の交通機能性，自転車の走行性，歩行
者の快適性の観点から 3 つの街路整備の代替案を提案した．フォトモンタージュ法で作成
した景観パース図をもとに，定性的指標を用いて比較分析を行い，歩行空間を十分に確保
し既存松樹を継承する案がみどり空間の質や特性を効果的に高めることを得ている．次に，
拡幅前の歩道位置(整備前を再現)と現況の歩道位置(整備後)のそれぞれで撮影した風景画
像を解析し，景観木の種類と保全・創出の整備手法の組み合わせで定義した七種のみどり
の類型に即して緑視率を計測した．整備後の緑視率は 1.7 倍増加している．その主たる要
因は，従前宅地内に植わる松樹を道路空間内で継承すると共に(38％)，地元石材を用いて
松樹の植栽枡を修景したこと(6%)，整備後も宅地に残る松樹を住民と行政が協働で保全し，
公民境界を越えて見え隠れする松樹が一体的なみどりの景を形成したこと(14%)にあると
解明した．地区の車利用空間を確保しつつ，人々が歩いて楽しめる健康増進の場として街
路空間を位置づけ，沿道住民との利害関係を調整し都市整備を円滑に進めるプロセスに相
当する． 
第 7 章では，第三の理念「あらゆる市民の健康」に基づき，あらゆる世代が実践可能な
身体活動はウォーキングであり，その機会を提供するみち(トレイル)が備える多様な機能
を考察した．トレイルを歩きながら感じる環境の良さを「環境側面」，トレイルを歩く人に
与える身体と心への健やかさを「健康側面」と区別し，これらのサービス量を表現する指
標をそれぞれ環境指標，健康指標と定義した．従来，みちのオープンスペースの機能とサ
ービスは環境側面から議論されてきたが，ここでは健康側面から新たな評価を試みた．市
民が楽しみながら健康ウォークを継続するための条件として，トレイルへの近づきやすさ，
運動の場としての心地よさ，トレイルの安らかさをあげ，これら 3 つの領域からなる指標
群を提案した．事例研究として，総合計画に健康都市を掲げ全庁的に政策展開している尾
張旭市の 3 つのウォーキングコース(パーク，リバーサイド，史跡街道)を対象に取り上げ
た．他の 2 コースの平均値と比較して，パークコースは基幹公園内の緑道(延長約 1km)を
通るために，公園へのアクセシビリティ(環境指標)が 2.6 倍，緑陰や建物による日陰の連
続量(健康指標)が 1.5 倍と高く，両側面から心地よさ(快適性)の評価が高いこと，トレイル
上のみどり・水辺と，沿道の公園・緑地という 2 つの快適性機能が相互に補完し合う区間
が存在することを明らかにした．トレイルの沿道にある公園等に立ち寄り回遊するルート
をデザインすることで，歩く人々は連続的にサービスの機会を受け取ることができること
を示した． 
第 8 章では，第四の理念である「プロセスやメカニズムの変革」に基づき，環境基盤で
あるみどり空間で活動する人的資産や，支援制度等の社会システム要件を考察した．環境
と人間の相互作用の観点から健康都市づくりを捉え，環境社会システムの枠組みを用いて，
健康づくり施策の多様性を都市間で比較分析している．社会システムを構成する「場とフ
ァシリティ，人材と組織，制度とルール，イベントとプログラム」という四次元に即して，
3 つの変容過程を経て健康づくりのサービスの質が高まる様相に成熟度モデルの概念を適
用し具体に特徴を考察した．第 4 章から第 7 章までに取り上げた 3 都市に加え，第 3 章で
個別に言及した代表 5 都市(柏市，見附市，大和市，摂津市及び吹田市)，計 8 都市を対象
に，健康都市計画や自治体文書を系統的に調査し，実行された効果が監視計測されている
実践的手法を比較分析した．健康づくり行動を促すための利得を市民に付与する施策の例
には，健康ポイント事業への参加や日常歩数がポイント化され還元される「健康マイレー
ジ行動誘導型」と社会的役割を称える「健康マイスター育成表彰型」のようにインセンテ
ィブが用意され，施設活用の座学講座やスポーツイベント等を一連のプログラムに包括し，
介護や心の健康と結びつける等の総合政策への進化の類型を見出した．歩く行為を通して
健康づくりを展開する手法は，これら施策の組み合わせで多様な類型を持つことを明らか
にし，これら手法の達成度を管理することによって，健康まちづくりを発展させることが
できることを述べている． 
第 9 章では各章で得られた知見を本論文の成果として総括し，展望を述べている． 
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本論文は，環境計画の理念と手法をもちいて健康まちづくりの枠組みを検討し，健康の
側からみどり空間を整えるアプローチを論じたものである．都市のみどり空間(環境)とそ
こで活動する市民の健康(人間)の間の良き相互作用を取りあげた研究である．すなわち，
市民のまち歩きの場であるみどり空間の環境デザイン技法と，健康ウォークを支える社会
システム要件を，事例分析を通してまとめたものであり，健康増進と都市環境の両面をつ
ないだ新規性の高い学術成果を見出している． 
健康都市に関する政策ガイドラインの調査により「部局を超えた連携」，「利害関係者と
の調整」，「あらゆる市民の健康」，「プロセスやメカニズムの変革」という，歩いて健康な
まちの基本的な骨格的理念を抽出し，健康政策をまちの場に持ち寄る連携，回廊性を通し
た場の連結とサービスによる主体間調整，身近なトレイルでの多世代交流の健康増資機能，
健康づくりの社会システムによる継続・継承という 4 つの側面で都市のみどり空間を評価
する枠組みを構築している．従前は未定型であったこれらの新たな計画論は健康都市連合
やスマートウェルネス都市等の政策の発展に寄与する． 
国内 60 余都市の健康都市づくりの政策水準を定量的に分析することで，健康都市政策
は「都市の基盤的サービス」と「社会的ネットワークからみた地域力」の 2 つの主要因子
で特徴づけられることを明らかにし，基盤面で優位でない都市であっても健康都市政策を
推進し得ることを，多変量解析を行った結果から明示している．超高齢社会・生活習慣病
対応の 5 つの健康都市指標群を用いた研究成果は，保健・健康サービスをまちづくりの場
で評価する新規方式を開発し，とりわけ規模が中クラスの全国の都市の超高齢社会におけ
る有効な政策の推進に貢献しうる． 
都市のみどりの回廊を「連結性，近接性と連担性」，「歩行時の選好と視認するみどりの
景」から評価する新たな指標群を提案し，京都市南部の広幅員都市街路軸と神戸市の地区
の水辺環境軸を対象に GIS を用いてみどりの生成と歩行効果の空間解析を行った結果か
ら，みどり空間のアクセシビリティやコネクティビティを高める環境デザイン技法を解明
している．街区公園と歩道系を活かした健康ウォークの周遊性を高める整備手法を都市軸
と街区環境軸の幅のある回廊区間で提案していて，その定量的な効果を示す指標を運用す
る手順と合わせて学術的な意義が認められ，都市の環境計画にも実装しうる． 
市民の健やかさを励ます身近なトレイルに焦点を当て，人々の属性や選好の多様性に適
応して利用者は幅広いコース選択が可能であることを，1,000 コースを越えるトレイルを
対象とした運動量等を指標とする巨視的な比較分析から導き，これまで比較ツールの乏し
かった健康づくりの場を比較評価する道筋を示した．さらに，尾張旭市の 3 つのコースを
対象に環境と健康の両面からトレイルの機能特性の空間解析を行い，健康づくりに適した
区間と快適環境を味わう区間のパッケージとなるルート選定と運用で総合的都市サービス
を高める道筋を示し，実務にとって有用な成果を得ている． 
歩くみどり空間を活かす社会システム要件を「場とファシリティ，人材と組織，制度と
ルール，イベントとプログラム」の四次元で特徴づけ，都市の施策を比較し強みと弱みを
識別する方式を提案し，各章で取り上げた事例都市を対象に，3 段階の成熟度モデルを用
いて健康づくりのサービスの質的レベルを比較評価することにより，都市の特性に合った
健康まちづくり政策を選び出すことを可能としている． 
以上のように，本論文は，健康都市づくりの骨格的理念に基づき，都市特性に応じた健
康都市政策の展開方向を示し，空間スケールごとの詳細な事例分析を通してみどり空間の
環境デザイン技法を体系化することで，市民の健康づくりの場として都市のみどり空間を
活用する際の計画プロセスと指標を確立する新たな学術的貢献を行っており，その成果は
環境工学の発展と環境マネジメントの技法の新規開発に貢献している．また，健康まちづ
くりに取り組む都市の政策形成や政策評価に活用される具体的な手順を示しており，環境
政策と健康政策の両面の実務の質を高めることに非常に有用なものである． 
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める． 
 
